



Resilience and self-directed learning in nursing students
































梶田（1994）によると、第 IV の側面は第 I


































































 ・ 自己教育力 : 自分自身で学び成長・発展し
ていける力
 ・レジリエンス : 精神的な回復力
＜用語の説明＞





　第 I の側面 : 成長・発展への志向
　第 II の側面 : 自己の対象化と統制
　第 III の側面 : 学習の技能と基盤



























































数（20 点 /40 点）とし「1 点～20 点 : 低い」
















平均値（表 1）は、I : 0.93 （±0.11）、II : 0.67
（±0.15）、III : 0.46（±0.23）、IV : 0.39（±0.20）
であった。後期の平均値は、I : 0.83（±0.15）、














⑤ ⑥ ⑧」であった。II の低群で前期・後期
表1.　自己教育力平均値（±SD）
構成要素
1 年生 2 年生 3 年生
前期 後期 前期 後期 前期 後期
I 0.93（0.11） 0.83（0.15） 0.62（0.25） 0.76（0.16） 0.82（0.19） 0.7（0.25）
II 0.67（0.15） 0.66（0.13） 0.63（0.17） 0.63（0.27） 0.64（0.13） 0.7（0.16）
III 0.46（0.23） 0.53（0.21） 0.60（0.17） 0.58（0.34） 0.60（0.24） 0.64（0.19）





1 年生 2 年生 3 年生
前期 後期 前期 後期 前期 後期
高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群 高群 低群
Ⅰ
① 自分の能力を最大限にのばすよういろいろ努力したい。 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
② たとえ認められなくても自分の目標に向かって努力したい 1.0 1.0 0.8 0.9 1.0 0.8 
③ 自分でなければやれないことをやってみたい 1.0 0.9 0.4 0.7 0.8 0.8 
④ 自分がやりはじめたことは最後までやりとげたい 1.0 0.9 0.8 0.9 1.0 1.0 
⑤ 将来、他の人から尊敬される人間になりたい 1.0 0.9 0.8 0.9 0.8 0.6 
⑥ 社会に出てからよい仕事をし、多くの人に認められたい 1.0 1.0 0.8 0.8 1.0 0.6 
⑦ これから専門的な資格や学位をとりたい 0.9 1.0 0.6 0.8 1.0 0.8 
⑧ いったい何のために勉強するのだろうかといやになることがある 0.7 0.4 0.3 0.6 0.2 0.2 
⑨ ぼんやりとなにも考えずに過ごしてしまうことが多い 0.9 0.4 0.3 0.4 0.6 0.6 
⑩ 人の一生は結局偶然のことで決まると思う 0.9 0.9 0.4 0.7 0.8 0.6 
Ⅱ
① 自分のよくないところを自分で考え直すよういつも心がけている 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
② 自分の考えや行動が批判されても腹を立てない 0.0 0.1 1.0 0.6 0.6 0.6 
③ 自分のよいところと悪いところがよく分かっている 0.7 0.6 0.1 0.7 0.4 0.8 
④ ほかの人から欠点を指摘されると自分でも考えてみようとする 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
⑤ できるだけ自分をおさえて他の人に合わせようとしている 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 0.6 
⑥ 腹がたってもひどいことを言ったりしないように注意している 0.9 1.0 0.7 0.8 0.6 0.8 
⑦ 疲れているときは何もしたくない 0.3 0.3 0.4 0.0 0.2 0.2 
⑧ テレビを見てしまって勉強がやれないことが多い 0.7 0.7 0.6 0.6 0.6 0.4 
⑨ ちょっといやなことがあると、すぐに不機嫌になる 0.7 0.6 0.3 0.7 0.6 0.6 
⑩ いやになった時でも、もうちょっとだけもうちょっとだけ、と頑張ろうとする 0.7 0.6 0.6 0.4 0.8 1.0 
Ⅲ
① 自分の調べたいことがある時に図書館（室）を利用している 0.3 0.6 0.9 1.0 1.0 1.0 
② 自分の調べたいことについて文献検索をしていくことができる 0.4 0.6 1.0 1.0 0.8 0.6 
③ 他の人の話を聞いたり本を読む時内容を振り返りまとめてみる習慣がある 0.3 0.0 0.1 0.1 0.4 0.2 
④ 考えを深めたり広げたりするのに話し合いや討議が有効であると考えている 1.0 0.9 0.9 1.0 1.0 1.0 
⑤ 考えていることを筋道をたてて書いたり伝えたりできる 0.3 0.3 0.3 0.2 0.4 0.6 
⑥ たとえ話などを用いて人に分かりやすく説明するのが苦手である 0.3 0.4 0.3 0.2 0.2 0.4 
⑦ 自己評価する時には自分の目標にてらして行っている 0.6 0.6 0.4 0.6 0.8 0.6 
⑧ 自分に必要な文献や記録を分類・整理しておく習慣がある 0.3 0.7 0.6 0.2 0.4 0.4 
⑨ わからないことがあるとすぐ人に聞くのが効率的と思う 0.3 0.7 0.6 0.7 0.6 0.8 
⑩ 取り組みたいことによってそれにあった学習方法や手続きを選べる 0.9 0.7 0.9 0.8 0.4 0.8 
Ⅳ
① 今のままの自分ではいけないと思うことがある 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 
② 他の人にばかにされるのは、我慢ができない 0.3 0.6 0.4 0.6 0.6 0.6 
③ ときどき自分自身がいやになる 0.0 0.1 0.2 0.2 0.0 0.0 
④ 何をやってもだめだと思う 1.0 0.9 0.9 0.7 0.4 0.6 
⑤ 自分のことを恥ずかしいと思うことがある 0.4 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2 
⑥ 今の自分が幸せだと思う 0.7 0.9 0.4 0.7 0.6 0.6 
⑦ 自分のやることに自信を持っているほうだと思う 0.3 0.4 0.4 0.6 0.4 0.4 
⑧ 生まれ変われるとしたならやはり今の自分に生まれたい 0.3 0.4 0.3 0.3 0.4 0.6 
⑨ 今の自分に満足している 0.1 0.4 0.2 0.2 0.0 0.0 












IV の 高 群 で 前 期・ 後 期 共 通 項 目 は、
「④ ⑥ ⑩」であった。IV の低群で前期・後






力 25 点、総合点 135 点を基準としている。1



































1 年生 2 年生 3 年生
前期 後期 前期 後期 前期 後期
対人関係 54.29（3.99） 54.67（ 4.8） 51.11（8.31） 51.88（4.36） 53.40（4.22） 55.40（1.52）
自己達成可能感 37.14（5.31） 38.50（3.08） 34.0（4.90） 35.75（5.55） 34.40（2.97） 33.20（3.77）
















A 21  94（低い） 49（普通） 28（低い） 17（普通）
B 30 127（高い） 59（高い） 44（高い） 24（高い）
C 23 119（高い） 59（高い） 40（高い） 20（高い）
D 22 108（高い） 54（高い） 36（普通） 18（普通）
E 23 113（高い） 53（高い） 40（高い） 20（普通）
F 25 101（普通） 56（高い） 33（普通） 12（低い）




B 24 116（高い） 57（高い） 39（高い） 20（普通）
C 24 116（高い） 60（高い） 35（普通） 18（普通）
D 20 111（高い） 46（低い） 35（普通） 18（普通）
E 28 120（高い） 56（高い） 40（高い） 20（普通）
F 27 113（高い） 53（高い） 39（高い） 19（普通）















A 12  65（低い） 31（低い） 23（低い） 11（低い）
B 21 106（普通） 53（普通） 36（普通） 17（普通）
C 21 110（高い） 50（普通） 39（高い） 21（高い）
D 22 105（普通） 55（高い） 34（普通） 16（低い）
E 29 116（高い） 60（高い） 37（普通） 19（普通）
F 20 101（普通） 51（普通） 32（普通） 18（普通）
G 26 110（高い） 54（普通） 36（普通） 20（普通）
H 21  95（低い） 49（普通） 31（低い） 15（低い）
I 18 113（高い） 57（高い） 38（普通） 18（普通）
後
期
A 15 96（低い） 52（普通） 30（低い） 14（低い）
B 28 103（普通） 46（低い） 35（普通） 22（高い）
C 22 116（高い） 54（普通） 43（高い） 19（普通）
D 19
E 29 119（高い） 59（高い） 41（高い） 19（普通）
F 27 108（普通） 55（高い） 34（普通） 19（普通）
G 23  98（普通） 47（低い） 32（普通） 19（普通）
H 25  94（低い） 49（普通） 29（低い） 16（低い）
I 19 113（高い） 53（高い） 42（高い） 18（普通）












A 28 101（普通） 46（低い） 33（普通） 22（高い）
B 24 112（高い） 54（普通） 37（普通） 21（高い）
C 28 106（普通） 56（高い） 30（普通） 20（普通）
D 25 108（普通） 56（高い） 35（普通） 17（低い）
E 15 108（普通） 55（高い） 37（普通） 16（低い）
後
期
A 34 111（高い） 55（高い） 37（普通） 19（普通）
B 21 107（普通） 53（普通） 37（普通） 17（低い）
C 25 106（普通） 56（高い） 30（低い） 20（普通）
D 27 103（普通） 57（高い） 29（低い） 19（普通）
E 13 109（普通） 56（高い） 33（普通） 20（高い）
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問題解決能力」に支援が必要な学生がいた。










自己教育力の 2 年生 9 人の前期・後期の 4
つの側面の得点は以下のようである。前期 9
人の総合得点平均値は、22.44（±5.55）であっ
た。後期 9 人の総合得点平均値は 24.11（±
5.51）であった。構成要素別の平均値（表 1）
は、前期 I : 0.62（±0.25）、II : 0.63（±0.17）、
III : 0.60（±0.17）、IV : 0.39（±0.25）であっ
た。 後 期 の 平 均 値 は、I : 0.76（±0.16）、




④ ⑤ ⑥」であった。I の低群で前期・後期




II の 高 群 で 前 期・ 後 期 共 通 項 目 は、











IV の 高 群 で 前 期・ 後 期 共 通 項 目 は、
「② ④ ⑦ ⑩」であった。IV の低群で前期・




レジリエンスパート I（表 4）では、2 年






































1.　進んで学習するとき 2.　学習を妨げる事柄 3.　自ら学習する必要性 4.　数カ月間に困難だと感じたこと


























































































































































































































































































は、前期 I : 0.82（±0.19）、II : 0.64（±0.13）、
III : 0.60 （±0.24）、IV : 0.34（±0.15）であっ
た。 後 期 の 平 均 値 は、I : 0.70（±0.25）、












⑤ ⑦ ⑧ ⑨」であった。前期低群であったが、
後期に高群となったのは「③ ⑥」であった。
高群から低群になったのはなかった。
III の 高 群 で 前 期・ 後 期 共 通 項 目 は、
「① ④ ⑨」であった。
III の 低 群 で 前 期・ 後 期 共 通 項 目 は、





⑥ ⑦ ⑧ ⑩」であった。IV の低群で前期・





レジリエンスパート I（表 4）では、3 年
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